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はははじじじめめめににに
この製品は、関連するEU規制に適合していま
す； 詳細については、DOC シート（規格適合証
明書）をご覧ください。

このバーチカッター・キットは、乗用型の装置
に取り付けて使用する専門業務用の製品であ
り、そのような業務に従事するプロのオペレー
タが運転操作することを前提として製造されて
います。この製品は、集約的で高度な管理を受
けている公園、スポーツフィールドや商用目的
で使用される芝生にバーチカット作業を行うこ
とを主たる目的として製造されております。

この説明書を読んで製品の運転方法や整備方法
を十分に理解し、他人に迷惑の掛からないまた
適切な方法でご使用ください。この製品を適切
かつ安全に使用するのはお客様の責任です。

弊社Toroのウェブサイトwww.Toro.comで製品・
アクセサリ情報の閲覧、代理店についての情報
閲覧、お買い上げ製品の登録などを行っていた
だくことができます。

整備について、またToro 純正部品についてな
ど、分からないことはお気軽に弊社代理店また
はToro カスタマーサービスにおたずねくださ
い。お問い合わせの際には、必ず製品のモデル
番号とシリアル番号をお知らせください。いま
のうちに番号をメモしておきましょう。

モモモデデデルルル番番番号号号

シシシリリリアアアルルル番番番号号号

この説明書では、危険についての注意を促すた
めの警告記号図 1を使用しております。死亡事
故を含む重大な人身事故を防止するための注意
ですから必ずお守りください。

図図図 111

1. 危険警告記号

この他に2つの言葉で注意を促しています。重重重
要要要「重要」は製品の構造などについての注意点
を、注注注はその他の注意点を表しています。
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安安安全全全にににつつついいいててて
安安安全全全ななな御御御使使使用用用のののたたためめめにににははは､､､機機機械械械ののの運運運転転転、、、移移移動動動ややや搬搬搬
送送送、、、保保保守守守整整整備備備、、、保保保管管管なななどどどににに係係係わわわるるる人人人々々々ののの日日日常常常ののの
意意意識識識ややや心心心がががけけけ、、、まままたたた適適適切切切ななな訓訓訓練練練なななどどどががが極極極めめめててて重重重
要要要ででですすす｡｡｡ 不不不適適適切切切ななな使使使いいい方方方をををしししたたたりりり手手手入入入れれれををを怠怠怠っっっ
たたたりりりすすするるるととと、、、死死死亡亡亡ややや負負負傷傷傷なななどどどののの人人人身身身事事事故故故にににつつつななな
がががりりりままますすす。。。事事事故故故ををを防防防止止止すすするるるたたためめめににに､､､以以以下下下ににに示示示すすす
安安安全全全のののたたためめめののの注注注意意意事事事項項項ををを必必必ずずずおおお守守守りりりくくくだだださささいいい｡｡｡

• バーチカッターをお使いになる前に、 トラ
クションユニットのマニュアルもよくお読み
になり、内容をよく理解してください。

• このバーチカッターをお使いになる前にこ
のマニュアルをよくお読みになり、内容を
よく理解してください。使い方を守ってく
ださい。

• 子供には絶対にトラクションユニットの運
転やバーチカッターの使用をさせないでくだ
さい。大人であっても適切な訓練を受けてい
ない人には、トラクションユニットの運転や
バーチカッターの操作をさせないでくださ
い。このマニュアルを読み、内容をきちんと
理解した人のみが取り扱ってください。

• アルコールや薬物を摂取した状態では絶対
に運転しないでください。

• 機械が落雷を受けると最悪の場合死亡事故
となります。稲光が見えたり雷が聞こえるよ
うな場合には機械を運転しないで安全な場所
に避難してください。

• ガードなどの安全装置は必ず所定の場所に
取り付けて使用してください。安全カバーや
安全装置が破損したり、ステッカーの字がよ
めなくなったりした場合には、機械を使用
する前に修理や交換を行ってください。ま
た、常に機械全体の安全を心掛け、ボルト、
ナット、ネジ類が十分に締まっているかを
確認してください。

• 作業には必ず頑丈な靴を着用してください｡
サンダルやテニスシューズ、スニーカーや
ショーツで バーチカッターを取り扱うこと
は避けてください。また、だぶついた衣類は
機械にからみつく危険がありますから着用し
ないでください。作業には、必ず長ズボン
と頑丈な靴を着用してください。安全メガ
ネ、安全靴、およびヘルメットの着用をお
すすめします。地域によってはこれらの着
用が義務付けられています。

• 作業場所をよく確認し、バーチカッターに
はね飛ばされる危険のあるものはすべて取り
除いてください。作業場所から人を十分に
遠ざけてください。

• 刃が硬いものにぶつかったりカッティング
ユニットが異常な振動をしたりした場合は､
直ちにエンジンを停止し、そして。バーチ
カッターに損傷が発生していないか点検し
てください。損傷や異常があれば修理を行
い、点検修理が終わるまでは作業を再開しな
いでください。

• 機械から離れる際には、必ずバーチカッター
を地面まで降下させ、エンジンを止めてキー
を抜き取ってください。

• ボルト、ナット、ネジ類は十分に締めつ
け、常にバーチカッター全体の安全を心掛
けてください。

• 整備・調整･格納作業の前には、エンジンが
不意に作動することのないよう、必ずキーを
抜き取っておいてください。

• このマニュアルに記載されている以外の保
守整備作業は行わないでください。大がかり
な修理が必要になった時や補助が必要な時
は、Toro 正規代理店にご相談ください。

• Toro製品をToro製品として維持し、いつも最
高の性能を発揮できるよう、必ず Ｔｏｒｏ
の純正部品をご使用ください。。。他他他社社社ののの部部部品品品
やややアアアクククセセセサササリリリははは絶絶絶対対対にににごごご使使使用用用にににななならららななないいいででで
くくくだだださささいいい。必ずToroの商標を確かめてご購入
ください。他社の部品やアクセサリを使用す
ると Toro カンパニーの製品保証が適用され
なくなる可能性があります。
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安安安全全全ラララベベベルルルととと指指指示示示ラララベベベルルル

危険な部分の近くには、見やすい位置に安全ラベルや指示ラベルを貼付していま
す。破損したりはがれたりした場合は新しいラベルを貼付してください。

93-668893-668893-6688

1. 警告 – 整備作業前にマニュ
アルを読むこと。

2. 手足や指の切断の危険：
エンジンを止め、各部の完
全停止を待つこと。
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組組組みみみ立立立ててて

付付付属属属部部部品品品

すべての部品がそろっているか、下の表で確認してください。

手手手順順順 内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

111 バーチカッター 1 バーチカッターの点検

移動用ローラ・アセンブリ 2
222 コッターピン 2

移動用ローラを取り付けます。

333 必要なパーツはありません。 – ブレードの深さを調整する。

444 必要なパーツはありません。 – 後シールドを調整します。

555 必要なパーツはありません。 – ローラスクレーパを調整する。

666 必要なパーツはありません。 – 移動用ローラを取り付ける。

777 必要なパーツはありません。 – バーチカッターリールの取り付け

そそそののの他他他ののの付付付属属属品品品

内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

パーツカタログ 1

オペレーターズマニュアル 1

認証証明書 1

以下の文書をよく読み、適切な場所に保管してください。

重重重要要要 全全全部部部そそそろろろっっっててていいいななないいいととと正正正しししいいい組組組みみみ立立立てててがががででできききままませせせんんん。。。
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注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

注注注 バーチカッターの底部を見るためにユニット
を立てる場合には、キックスタンド（スタンド
はトラクションユニットの付属品です）で支え
てください（図 2）。

図図図 222

1. キックスタンド

1
バババーーーチチチカカカッッッタタターーーののの点点点検検検

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 バーチカッター

手手手順順順

バーチカッターの梱包を解いたら、以下のこと
を確認してください：

1. リールの両側にグリスが付いていることを
確認する。リール ベアリングとリール シャ
フトのスプラインに目で見てはっきりグリ
スが確認できることが必要。

2. ボルト ナット類にゆるみがないか点検。

3. キャリア フレームのサスペンションに噛み
込みや引っ掛かりがないか点検。

2
移移移動動動用用用ロロローーーラララををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

2 移動用ローラ・アセンブリ

2 コッターピン

手手手順順順

コッターピンを使って、移動用ローラ･ブラ
ケットを各サイドプレートのピンに固定する
（図 3）。

図図図 333

1. 移動用ローラ・アセンブリ 2. コッターピン

注注注 ローラは、バーチカッターの後ろに取り付
けます。

3
ブブブレレレーーードドドののの深深深さささををを調調調整整整すすするるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

注注注 ブレードの深さの最大推奨設定値は以下の
通りです：

• モデル 03664： 3 mm

• モデル 03684： 6 mm

1. バーチカッターのリールを、平らな場所に
置く。
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2. 希望する深さ（刃が地面に食い込む深さ）
と同じ厚さのゲージバーを 2 枚用意し、ユ
ニットの左右で後ローラとバーチカッター
リールの下にあてがう（図 4）。

G012693

2

1

図図図 444

1. ゲージバー 2. 調整ボルト

注注注 バーチカッターのブレードがゲージバー
に当たってはいけません。

3. 各刈高ブラケットについている調整ボルト
（図 4）を使って、リール刃の両端を床に
接触させる。

注注注 バーチカッターの刃が磨耗するにつれ
てリールの直径が小さくなってくるため、
設定は徐々に変化します。希望通りの設定
になっているかどうか定期的に調整を確認
してください。

4
後後後グググラララスススシシシーーールルルドドドををを調調調整整整すすするるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

注注注 ごみや異物の多いターフやサッチが非常に
厚くなっているターフでは 後ろ側の排出口を
開いてください。

1. グラスシールドのピボットについているボ
ルトをゆるめる（図 5）。

G012270

1

2

図図図 555

1. 後グラスシールド 2. ピボットボルト

2. グラス･シールドを希望する高さに調節し、
ボルトを締める（図 5）。

注注注意意意

後後後部部部シシシーーールルルドドドををを開開開きききすすすぎぎぎななないいいこここととと。。。地地地表表表面面面ととと平平平
行行行ななな状状状態態態よよよりりり大大大きききくくく開開開かかかななないいいこここととと。。。

異異異物物物ががが飛飛飛びびび出出出しししててて人人人にににけけけがががをををさささせせせるるる恐恐恐れれれがががあああ
るるる。。。

5
ロロローーーラララスススクククレレレーーーパパパををを調調調整整整すすするるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

1. ローラスクレーパを固定しているフランジ
ナットをゆるめる（図 6）。

図図図 666

1. 前ローラスクレーパ 3. 移動用ローラ

2. 後ローラスクレーパ 4. コッターピン
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2. スクレーパのロッドの位置を調整して、ス
クレーパとローラとの間に 0～0.75 mm の
すき間を作る。

3. スクレーパのロッドがローラおよび床面と
平行になっていることを確認する。

4. その後、フランジナットを締めて調整を固
定する。

6
移移移動動動用用用ロロローーーラララををを調調調整整整すすするるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

整備場の床にバーチカッターを降ろすときや
トラクションユニットから外して床に置く場
合には、ブレードが床にあたって破損しない
よう、必ず移動用ローラを降ろしてください
（図 6）。

1. 移動用ローラ･ブラケットをサイドプレート
のピンに固定しているコッターピンを外す。

2. 移動用ローラを以下のようにセットする：

• バーチカッターを床に降ろす前にローラ
ブラケットを降ろす。

• バーチカッターを床から作動位置まで上
げてからローラブラケットを上げる。

3. コッターピンを使って、移動用ローラ･ブラ
ケットをサイドプレートのピンに固定する。

4. 同様の方法でユニットの反対側でも作業を
行う。

7
バババーーーチチチカカカッッッタタターーーリリリーーールルルののの取取取りりり付付付けけけ

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

重重重要要要 バババーーーチチチカカカッッッタタターーーのののリリリーーールルルををを不不不用用用意意意ににに降降降下下下さささ
せせせるるるととと、、、ブブブレレレーーードドドがががコココンンンクククリリリーーートトトののの床床床なななどどどににに当当当
たたたっっっててて破破破損損損しししままますすすかかかららら十十十分分分ににに注注注意意意しししてててくくくだだださささ
いいい。。。コココンンンクククリリリーーートトト床床床ややや舗舗舗装装装ささされれれたたた面面面にににバババーーーチチチ
カカカッッッタタターーーををを降降降ろろろすすす場場場合合合にににははは、、、移移移動動動走走走行行行用用用ロロローーーラララ
ををを降降降ろろろしししてててくくくだだださささいいい。。。

バーチカッターは、全部で 5 つある取り付
け位置のどこにでも取り付けることができま
す。図 7 のように、取り付け位置によって油
圧モータの装着場所が変わりますから注意して
ください。バーチカットユニットの右側に油圧
モータを取り付ける場合には、必ずユニット
の左側にカウンタウェイトを取り付けます｡ユ
ニットの左側に油圧モータを取り付けた場合に
は、必ずユニットの右側にカウンタウェイト
を取り付けます｡

図図図 777

注注注 カウンタウェイトはバーチカッターの左側に
取り付けて出荷しています。左側ベアリングハ
ウジングに付いているキャップスクリュは油圧
モータ取り付け用です｡

バーチカッターは、通常のカッティングユニッ
トと同じようにトラクションユニットに取り付
けます。取り付けについての詳細はトラクショ
ンユニットのマニュアルを参照してください。
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製製製品品品ののの概概概要要要

仕仕仕様様様
モデル番号 純重量

03664 56 kg

03684 66 kg

運運運転転転操操操作作作
注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

トトトレレレーーーニニニンンングググ期期期間間間
バーチカッターリールを実際に使用する前に、
希望する作業深さに設定して試運転を行い、仕
上がり具合を確認してください。テスト用の
エリアを作り、予想通りの仕上がりになるか
どうかを確認してください。必要に応じて調
整してください。

運運運転転転のののヒヒヒンンントトト
1. トラクションユニットにあるリール回転速

度設定を最高速度（数字の9）にセットし、
エンジンをフルスロットルとして、希望す
る走行速度で作業を行う。

2. ブレードの深さの最大推奨設定値は以下の
通りです：

• モデル 03664： 3 mm

• モデル 03684： 6 mm

3. バーチカット作業にどの程度のパワーが
必要かは、ターフや土壌の条件により変わ
ります。場合によっては走行速度を下げる
必要がでてきます。

4. ごみや異物の多いターフやサッチが非常に
厚くなっているターフでは 後ろ側の排出口
を開いてください。

注注注意意意

後後後部部部シシシーーールルルドドドををを開開開きききすすすぎぎぎななないいいこここととと。。。地地地表表表面面面
ととと平平平行行行ななな状状状態態態よよよりりり大大大きききくくく開開開かかかななないいいこここととと。。。

異異異物物物ががが飛飛飛びびび出出出しししててて人人人にににけけけがががをををさささせせせるるる恐恐恐れれれ
がががあああるるる。。。
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保保保守守守

バババーーーチチチカカカッッッタタターーーののの潤潤潤滑滑滑
1 台のバーチカッターに 7 ヵ所のグリスポイン
トがありますから（図 8）、1 週間ごとにそれ
ぞれのポイントにNo.2 リチウム系汎用グリス
を補給してください。

グリスポイント：前ローラ（2ヶ所）、後ロー
ラ（2ヶ所）、リールベアリング（2ヶ所）、
ベッドナイフアジャスタ（1ヶ所）

重重重要要要 カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトををを水水水洗洗洗いいいしししたたた直直直後後後
にににグググリリリスススアアアッッップププ作作作業業業ををを行行行うううととと、、、機機機械械械各各各部部部かかかららら
水水水分分分ををを追追追いいい出出出しししてててベベベアアアリリリンンングググののの寿寿寿命命命ををを延延延ばばばすすす
ここことととがががででできききままますすす。。。

1. グリスニップルの周囲をウェスできれいに
拭く。

2. きれいなグリスがローラのシールやベアリ
ングの逃がしバルブからはみ出してくるまで
グリスを注入する（図 8）。

図図図 888

1. 逃がしバルブ

3. はみ出したグリスはふき取る。

リリリーーールルル･･･ベベベアアアリリリンンングググののの調調調整整整
リール･ベアリングを長持ちさせるために、定
期的にリールの遊びを調べてください。リー
ル･ベアリングの点検および調整は以下の手順
で行います：

1. リールシャフトをつかみ、リールアセンブ
リを左右に揺すってガタがあるかどうかを調
べる（図 9）。

1

G012694

図図図 999

1. リールシャフト

2. ガタがある場合は、以下の手順で調整する：

A. カッティングユニットの左側にあるベ
アリング･ハウジングにベアリング調整
ナットを固定している固定ネジをゆるめ
る（図 10）。

図図図 101010

1. 固定ネジ 2. ベアリング調整ナット

B. ソケット･レンチ（1-3/8”）を使って、
リール･ベアリング調整ナットをゆっくり
と締め付けてガタをなくす。この調整で
ガタを吸収できない場合には、ベアリン
グを交換する。

注注注 リールベアリングに予負荷を掛ける
必必必要要要はははああありりりままませせせんんん。。。リール･ベアリング調
整ナットを締め付けすぎるとベアリング
を破損しますから注意してください。

3. ベアリング･ハウジングにベアリング調整
ナットを固定している固定ネジを締め付
ける。各ねじを 12-15 in-lb（1.4-1.6 Nm
（0.14～0.17 kg.m）にトルク締めする。
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ブブブレレレーーードドドをををシシシャャャフフフトトトかかかららら取取取りりり外外外すすす
1. バーチカッターシャフトの一方の端（ワッ

シャが 1 枚とナットが 1 個ついている側）
を万力に固定する。

2. シャフトの反対側についているナットを左
回りに回し、ナットを取り外す。

注注注意意意

ブブブレレレーーードドドははは非非非常常常ににに鋭鋭鋭利利利でででああありりり、、、バババリリリなななどどどががが
つつついいいててていいいててて手手手ををを怪怪怪我我我すすするるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

シシシャャャフフフトトトかかからららブブブレレレーーードドドををを外外外すすすととときききにににははは安安安全全全
ににに十十十分分分注注注意意意すすするるるこここととと。。。

3. 小さいスペーサ、ワッシャ、ブレード、大
きいスペーサを取り外す。シャフトをきれい
に洗い、次の組み立てに備えてシャフト全体
に薄くグリスを塗る（図 11）。

図図図 111111

1. シャフト 4. 小さいスペーサ

2. ナット 5. ブレード（モデル 03664 では
25、モデル 03684 では16）

3. ワッシャ 6. 大きいスペーサ（モデル
03664 では24、モデル
03684 では15）

重重重要要要 バババーーーチチチカカカッッッタタターーーののの刃刃刃ををを裏裏裏返返返さささななないいいよよよううう
ににに注注注意意意しししてててくくくだだださささいいい。。。分分分解解解ははは手手手順順順ががが非非非常常常ににに重重重
要要要ででですすす。。。ブブブレレレーーードドドををを取取取りりり外外外すすす際際際にににブブブレレレーーードドドののの
順順順序序序ををを入入入れれれ替替替えええたたたりりり、、、組組組みみみ立立立てててるるるととときききににに逆逆逆順順順
にににしししたたたりりりしししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。ブブブレレレーーードドドにににつつついいい
ててていいいるるる目目目印印印穴穴穴ににに注注注意意意しししななながががららら作作作業業業しししてててくくくだだだ
さささいいい。。。こここののの目目目印印印穴穴穴ははは、、、組組組みみみ立立立てててののの際際際にににバババーーー

チチチカカカッッッタタターーーリリリーーールルルががが「「「正正正しししいいいらららせせせんんん形形形状状状」」」
ににになななるるるよよようううににに組組組みみみ立立立てててるるるたたためめめのののももものののででですすす。。。

ブブブレレレーーードドドののの取取取りりり付付付けけけ
1. リール刃を組み付ける（図 12）。

2. 大きいスペーサを取り付ける。

3. ブレードを取り付ける時に裏返しに取り付
けないように注意すること。

注注注 裏返しに取り付けてしまうと、使用中の
刃（磨耗して丸い）と鋭利な刃先とがまぜこ
ぜになってしまう。このような組み付けを
すると適切なバーチカットができない。分
解するときに十分注意しながら行うことが
非常に大事である。

4. 次のブレードを右に 1/6 回転ずらして、つ
まり、合い印が面一枚分右にずれるようにし
て、取り付ける（図 12）。

G017524

図図図 121212

1. 目印穴

5. 以上の手順を繰り返しながら、ブレードとス
ペーサを交互に、最後まで取り付けてゆく。

注注注 正しく組み上がっていれば、リール全体
がきれいにねじれた形状の円柱となる。

6. 小さいスペーサをシャフトに取り付ける。

7. ナットに青色ロクタイト #242 を塗る。ナッ
トをシャフトに取り付け（機械加工してある
面をスペーサに向けて取り付けること）、
80-100 ft-lb（108.5-135 N-m=11.0～13.8
kg.m）にトルク締めする。
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標標標準準準以以以外外外のののブブブレレレーーードドド間間間隔隔隔

モモモデデデルルル 036640366403664：：：131313 mmmmmm

バーチカッターのブレード構成（間隔）を標準
（18mm）から13mmに変更するには、スペーサ

（パーツ番号17-1580：34個）およびカーバイ
ドブレード（パーツ番号16-6355：10枚）を追
加する必要があります（図 13）。

1

2

図図図 131313

1. 13mm間隔 2. 18mm間隔

モモモデデデルルル 036840368403684：：：252525 mmmmmm

バーチカッターのブレード構成（間隔）を標準
（30mm）から25mmに変更するには、スペーサ

（パーツ番号93-3092：19個）およびカーバイ
ドブレード（パーツ番号16-6355：4枚）または
レギュラーブレード（パーツ番号93-3038-03：
4枚）を追加する必要があります（図 14）。

G017456

1

2

図図図 141414

1. 25mm間隔 2. 30mm間隔
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ロロローーーラララののの整整整備備備
ローラの整備用として、ローラ･リビルド･キッ
ト（Part No. 114–5430）およびローラ･リビル
ド･ツール･キット（Part No. 115–0803）をご
用意しております（図 15）。ローラ･リビル
ド･キットは、ローラの分解組み立てに必要な

すべてのベアリング、ベアリング･ナット、内
側シール、外側シールをセットにしたキットで
す。ローラ･リビルド･ツール･キットは、ロー
ラ･リビルド･キットをつかってローラの再組み
立てを行うのに必要な工具と説明書のキットで
す。詳細は、パーツカタログをご覧になるか、
代理店にお問い合わせください。

図図図 151515

1. リビルド･キット Part No. 114-5430 6. ベアリングナット

2. リビルド･ツール･キット Part No. 115-0803 7. 内側シールツール

3. 内側シール 8. ワッシャ

4. ベアリング 9. ベアリング/外側シールツール

5. 外側シール
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ToroToroToro 製製製品品品ののの総総総合合合品品品質質質保保保証証証

限定保証

保保保証証証条条条件件件おおおよよよびびび保保保証証証製製製品品品

Toro® 社およびその関連会社であるToro ワランティー社は、両社の合意に基
づき、Toro 社の製品（「製品」と呼びます）の材質上または製造上の欠陥に対
して、2年間または1500運転時間*のうちいずれか早く到達した時点までの
品質保証を共同で実施いたします。この保証はエアレータを除くすべての
製品に適用されます（エアレータに関する保証については該当製品の保証
書をご覧下さい）。 この品質保証の対象となった場合には、弊社は無料で
「製品」の修理を行います。この無償修理には、診断、作業工賃、部品代、
運賃が含まれます。保証は「製品」が納品された時点から有効となります。
*アワーメータを装備している機器に対して適用します。

保保保証証証請請請求求求ののの手手手続続続ききき

保証修理が必要だと思われた場合には、「製品」を納入した弊社代理店（ディ
ストリビュータ又はディーラー） に対して、お客様から連絡をして頂くことが必
要です。連絡先がわからなかったり、保証内容や条件について疑問がある
場合には、本社に直接お問い合わせください。

Commercial Products Service Department
Toro Warranty Company

8111 Lyndale Avenue South

Bloomington, MN 55420-1196

E-mail: commercial.warranty@toro.com

オオオーーーナナナーーーののの責責責任任任

「製品」のオーナーは、オペレーターズマニュアルに記載された整備や調
整を実行する責任があります。これらの保守を怠った場合には、保証が受
けられないことがあります。

保保保証証証ののの対対対象象象とととななならららななないいい場場場合合合

保証期間内であっても、すべての故障や不具合が保証の対象となるわけで
はありません。以下に挙げるものは、この保証の対象とはなりません：

• Toroの純正交換部品以外の部品や Toro 以外のアクサセリ類を搭載し
て使用したことが原因で発生した故障や不具合。 これらの製品につい
ては、別途製品保証が適用される場合があります。

• 推奨される整備や調整を行わなかったことが原因で生じた故障や不具
合。 オペレーターズマニュアル に記載されている弊社の推奨保守手順
に従った適切な整備が行われていない場合。

• 運転上の過失、無謀運転など「製品」を著しく過酷な条件で使用したこと
が原因で生じた故障や不具合。

• 通常の使用に伴って磨耗消耗する部品類。但しその部品に欠陥があっ
た場合には保証の対象となります。通常の使用に伴って磨耗消耗する
部品類とは、ブレーキバッドおよびライニング、クラッチライニング、ブ
レード、リール、ベッドナイフ、タイン、点火プラグ、キャスタホイール、タ
イヤ、フィルタ、ベルトなどを言い、この他、液剤散布用の部品としてダイ
ヤフラム、ノズル、チェックバルブなどが含まれます。

• 外的な要因によって生じた損害。外的な要因とは、天候、格納条件、汚
染、弊社が認めていない冷却液や潤滑剤、添加剤、肥料、水、薬剤の
使用などが含まれます。

• 通常の使用にともなう音、振動、磨耗、損耗および劣化。

• 通常の使用に伴う「汚れや傷」とは、運転席のシート、機体の塗装、ス
テッカー類、窓などに発生する汚れや傷を含みます。

部部部品品品

定期整備に必要な部品類（「部品」）は、その部品の交換時期が到来するま
で保証されます。この保証によって交換された部品は製品の当初保証期間
中、保証の対象となり、取り外された製品は弊社の所有となります。 部品や
アセンブリを交換するか修理するかの判断は弊社が行います。場合によ
り、弊社は再製造部品による修理を行います。

デデディィィーーープププサササイイイクククルルルバババッッッテテテリリリーーーののの保保保証証証にににつつついいいててて：：：

ディープサイクルバッテリーは、その寿命中に放出することのできるエネル
ギーの総量（kWh）が決まっています。 一方、バッテリーそのものの寿命は、
使用方法、充電方法、保守方法により大きく変わります。 バッテリーを使用
するにつれて、完全充電してから次に完全充電が必要になるまでの使用
可能時間は徐々に短くなってゆきます。 このような通常の損耗を原因とす
るバッテリーの交換は、オーナーの責任範囲です。 本製品の保証期間中
に、上記のような通常損耗によってオーナーの負担によるバッテリー交換
の必要性がでてくることは十分に考えられます。

保保保守守守整整整備備備ににに掛掛掛かかかるるる費費費用用用はははオオオーーーナナナーーーががが負負負担担担すすするるるももものののとととしししままますすす

保証の対象とならない部品や作業など： エンジンのチューンナップ、潤滑、洗
浄、磨き上げ、フィルタや冷却液の交換、推奨定期整備の実施などは「製品」
の維持に必要な作業であり、これらに関わる費用はオーナーが負担します。

そそそののの他他他

上記によって弊社代理店が行う無償修理が本保証のすべてとなります。

両両両社社社ははは、、、本本本製製製品品品ののの使使使用用用ににに伴伴伴っっっててて発発発生生生しししうううるるる間間間接接接的的的偶偶偶発発発的的的結結結果果果的的的損損損害害害、、、例例例えええ
ばばば代代代替替替機機機材材材ににに要要要しししたたた費費費用用用、、、故故故障障障中中中ののの修修修理理理関関関連連連費費費用用用ややや装装装置置置不不不使使使用用用ににに伴伴伴ううう損損損
失失失なななどどどにににつつついいいててて何何何らららののの責責責ももも負負負うううももものののででではははああありりりままませせせんんん。。。両両両社社社ののの保保保証証証責責責任任任ははは上上上記記記
ののの交交交換換換まままたたたははは修修修理理理ににに限限限らららせせせててていいいたたただだだきききままますすす。。。そそそののの他他他にににつつついいいてててははは、、、排排排気気気ガガガススス関関関
係係係ののの保保保証証証ををを除除除ききき、、、何何何らららののの明明明示示示的的的ななな保保保証証証もももおおお約約約束束束すすするるるももものののででではははああありりりままませせせんんん。。。

商品性や用途適性についての黙示的内容についての保証も、本保証の有効
期間中のみに限って適用されます。米国内では、間接的偶発的損害に対す
る免責を認めていない州があります。また黙示的な保証内容に対する有効
期限の設定を認めていない州があります。従って、上記の内容が当ては
まらない場合があります。

この保証により、お客様は一定の法的権利を付与されますが、国または地域
によっては、お客様に上記以外の法的権利が存在する場合もあります。

エエエンンンジジジンンン関関関係係係ののの保保保証証証にににつつついいいててて：：：

米国においては環境保護局（EPA）やカリフォルニア州法（CARB）で定めら
れたエンジンの排ガス規制および排ガス規制保証があり、これらは本保証
とは別個に適用されます。くわしくはエンジンメーカーのマニュアルをご参
照ください。上に規定した期限は、排ガス浄化システムの保証には適用さ
れません。くわしくは、オペレーターズマニュアル またはエンジンメーカー
からの書類に記載されている、エンジンの排ガス浄化システムの保証につ
いての説明をご覧下さい。

米米米国国国とととカカカナナナダダダ以以以外外外のののおおお客客客様様様へへへ

米国またはカナダから輸出された Toro 製品の保証についてのお問い合わせは、お買いあげの Toro 販売代理店（ディストリビュータまたはディーラ）へお
たずねください。代理店の保証内容にご満足いただけない場合はToro輸入元にご相談ください。輸入元の対応にご満足頂けない場合はToro ワラ
ンティー社へ直接お問い合わせください。

374-0253 Rev A


